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この科目では、比較国際教育学の目的や方法論、分析の手法が取り扱われている。テキストと
して比較教育学の祖と言われるジュリアンに関する論文、ハンス、キング、ノア、エプスタイン
などの著作、論文が挙げられており、当然のことではあるが、日本の比較教育学関連テキストで
取り扱われるものと共通している点が多い。
おわりに
　調査研究した範囲は限られるが、比較教育学関連の科目のテキストの多くは、初めに比較教育
学の歴史や理論について整理し、次に各国の教育の制度や改革の状況を国別に取り上げるという
構成のものが多い。日本の比較教育学関連の科目においても、アメリカとイギリスの二つの比較
教育学関連の科目においても、授業の目的・内容により、使用されるテキストは異なってくる。
しかしながら、比較教育学の授業に限られるものではないが、海外の大学の授業で取り上げられ
ている論文やテキストは、日本の大学での授業でも取り上げられている場合がある。日本におけ
る比較教育学関連の科目において、比較的多く使用されるテキストが存在していることは、授業
のねらいが共通しているということでもあろうし、使用できるテキストがそれほど多くないとい
うことであるのかもしれない。
　自身の経験や、聞き取り調査からも明らかになったように、比較教育学関連の科目の受講学生
の興味・関心を高めるには、自身が撮影したものであればさらに良いということかもしれない
が、写真やスライド、映像は、各国の教育の状況をリアルに伝えることができるという点で有用
である。また、教育の制度や改革の状況について国別に取り扱うことも重要であるが、特定のト
ピック（イシュー）を取り扱うというのも一つの方法である。また、学生の興味・関心という面
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を考慮すると、これまでのような紙ベースのテキストではない、別の形態のテキストもあり得
る。比較教育学を初めて学ぶ学生が興味をもち、理解を深めることができる教材は、どのような
内容・形態が望ましいのか。国際化が進展するなかで、学生が自国の文化や教育だけでなく他国
の文化や教育についても関心をもつことにつながるような科目・授業のあり方、必要な教材の作
成について検討を続けていきたい。
【付記】本報告は、早稲田大学教育総合研究所重点研究部会（Ｃ－１）「国際化時代の教学に活か
す比較教育学教材の開発（代表：長島啓記）」（2009－2010年）の研究成果の一部である。
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